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研究成果の概要（和文）：本研究では，地域の歴史と文化を活かした川まちづくりを実践するための，地域マネジメン
ト手法を開発することを目的とした．具体的には，まず，国内の先進事例を対象に，都市内の水辺における地域社会の
協働プロセス及び水辺の土木遺産及び文化的景観の保全・活用手法に関する調査・分析を行った．次に，川まちづくり
に係る複雑な水辺の事象・活動及び協働プロセスを読み解き，川まちづくりや地域防災の基盤となる自治システムの構
築に至る地域マネジメント手法を開発した．

研究成果の概要（英文）：In this study, it is the purpose that develop area management method for a 
kawa-machizukuri based on the local history. Specifically, at first the study about collaboration process 
of the community in the waterfront of the city and an investigation about maintenance, the utilization 
technique of the engineering works inheritance of the waterfront and the cultural landscape analyzed it 
for domestic advanced examples. Then, It were analyzed that a phenomenon, an activity of the complicated 
waterfront, and modified making it and a collaboration process and untied it and developed area 
management method for waterfront. Finally, the autonomy system was developed to reach a base of the area 
disaster prevention and the construction of the autonomy system.

研究分野：土木史，景観論

キーワード： 川まちづくり　自治　水辺　土木史　景観デザイン　多様性
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 平成 16年に景観法が公布されて以来，平
成 17 年文化財保護法改正により文化的景観
の規定が盛り込まれ，平成 20 年地域におけ
る歴史的風致の維持及び向上に関する法律
（歴史まちづくり法）の制定など，地域の歴
史や文化を基盤に据えた都市整備，地域づく
りが重要視されてきた．景観法では，重要景
観公共施設など，都市基盤施設が地域景観に
及ぼす影響の大きさも認識され，その役割の
大きさが指摘されてきた．新谷らは，『歴史
を未来につなぐ まちづくり・みちづくり』※
１の中で，歴史的環境保全と都市基盤整備は
必ずしも対立しないと述べており，これはみ
ちづくりのみならず，川づくりにも言えるこ
とである． 
 
(2) 都市内の河川や湖沼などの水辺は，地域
住民の生活環境として貴重な自然であり，
様々な機能を有するオープンスペースであ
る．川づくりの分野では，親水やアメニティ
が謳われ，1990 年代より多自然（型）川づ
くりが取り組まれてきた．近年，環境や生物
多様性の重要性が指摘される一方で，都市内
の水辺では地域住民と行政の協働によるま
ちづくりとの連携が求められ，水辺を基盤と
したまちづくり，つまり「川まちづくり」が
提唱されるに至っている．川づくりが，単に
河道内の治水や利水に終始した事業ではな
く，まちづくりの核となりうることは，樋口
らが著書『川づくりをまちづくりに』※２にお
いて現地を一つ一つ丁寧に訪ね明らかにし
ている．申請者らは，平成 17 年度より熊本
大学政策創造研究教育センターの支援事業
であるサイエンスショップ型研究として，坪
井川の川まちづくりの研究及び実践に取り
組んできた．その中で，川まちづくりの要素
として，環境・防災・観光が重要である，と
いう視座を得た． 
 
(3) 人間ばかりでなく他の生物や自然環境を
も含んだ川まちづくりに，地域の歴史や文化
を活かすためには，地域コミュニティの成熟，
地域アイデンティティの醸成などが必要不
可欠である．その時，地域にとって最も重要
なことが，コミュニティの構成員による「自
治」の実現であると言える．かつて，道普請，
川浚えなど，地域コミュニティによる土木施
設の計画・設計・施工，維持・管理は，地域
の「役」としての活動であった．地域マネジ
メントにとって，土木技術や土木構造物その
もの，またそれらを核とした地域環境の歴史
が重要な意味を持っていると言える． 
 
(4) 世界一の観光立国であり一次産業を基盤
とした地方分権が進むフランスでは，地域住
民の生活と来訪者の観光・ツーリズムを両立
させている．特に都市部では，舟運システム
を公共交通と組み合わせて地域振興，観光に

役立てている．パリ（Paris）のサン・マルタ
ン（St.Martin）運河周辺における産業観光
及び市街地再開発事業や，ストラスブール
（Strasbourg）の世界遺産※３ともなっている
グランディル（Grand Île）周辺の観光舟運
とトラムの連携，などが有名である．施設整
備を含め，これら舟運システムの運営には，
地域住民と基礎自治体の協働が不可欠なも
のとなっている． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，地域の歴史と文化を活かした
川まちづくりを実践するための，地域マネジ
メント手法を開発することを目的とする．具
体的には，まず，国内の先進事例を対象に，
都市内の水辺における地域社会の協働プロ
セス及び水辺の土木遺産及び文化的景観の
保全・活用手法に関する調査・分析を行う．
次に，川まちづくりに係る複雑な水辺の事
象・活動及び協働プロセスを読み解き，川ま
ちづくりや地域防災の基盤となる自治シス
テムの構築に至る地域マネジメント手法を
開発する．さらには，城下町を起源とする熊
本市の中心市街地を流れる坪井川の川まち
づくりに対して，開発した地域マネジメント
手法を適用し，その検証を行う． 
 
３．研究の方法 
 
(1) 都市内の水辺における地域社会の協働
プロセスの調査・分析 
 本研究では，川まちづくりの先進事例と言
われる，広島県広島市，福岡県柳川市を対象
地とした．広島市は，「水の都ひろしま－水
の都整備構想：建設省（当時）・広島県・広
島市」を基盤として，様々な水辺の市民活動
を展開してきた．その中でも，かつては水辺
の各戸にあったと言われる雁木（階段護岸）
を活用した「雁木タクシー」と呼ばれる水上
タクシーをＮＰＯ組織が運営しており，その
評価が高い．柳川市は，かつて水質の悪化し
た城下町の堀割の埋め立てを，一行政マンの
活動から回避した歴史を持つ．堀割は，干満
差の大きな有明海沿岸の水辺において，貴重
な都市用水を確保するために近世に整備さ
れた貴重な土木遺産である．この堀割の水質
浄化が契機となり，水辺を基軸としたまちづ
くりが始まり，現在柳川「川下り」は堀割に
たくさんの観光客を誘っている．両地域の水
辺の地域社会の協働プロセスを，グループ・
ダイナミックス※４的手法によって記述し年
表を作成する（そのため，国内調査旅費を計
上）．グループ・ダイナミックスは，社会的
な事象や人々の活動を，環境の総体（集合体）
が織りなす動態（集合流）として捉える社会
心理学的手法である．本研究では，それぞれ
の活動の変化点に着目し，主体間の関係性を
分析する. 
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(2) 水辺の土木遺産及び文化的景観の保
全・活用手法の調査・分析 
広島市では雁木と呼ばれる階段状の石積
み護岸と河畔林，柳川市では堀割の石積み護
岸及び水門などの水位調節施設などの土木
遺産が存在する．さらに，水辺の文化的景観
の事例として四万十川流域を調査対象とす
る．これらは，一つ一つの構造物（文化財）
というよりは，群として，システムとして機
能する土木構造物（土木遺産※５）の価値，そ
の保全・活用を検討するのに適した事例とい
える．本研究では，これら水辺の土木遺産・
文化的景観のデータベースを構築し，されに
これらの保全・活用手法，地域社会（管理者
のみならず，自治体や地域住民）の関与，川
まちづくりにおける位置づけに焦点を当て，
分析を行う． 
 
(3) 川まちづくりの主体となる自治システ
ムの構築・検証 
 以上の調査内容を踏まえ，広島市の事例分
析を中心に，川まちづくりや防災の基盤とな
る自治システムの構築手法を開発する．地域
自治の規範は，地域アイデンティティであり，
行政，地域住民からなる地域社会が，自らの
生活環境であるインフラストラクチャーの
かたちや機能をよく認識し，維持・管理の主
体となることが望ましい．先進事例の川まち
づくりにおける，各主体の協働過程において，
「引継ぎ」や「合意形成」などのプロセスに
おける「動態」を丁寧に分析することで，行
政，地域住民，ＮＰＯなどの第三極それぞれ
の行動規範，道具（ツール），仕組み（ルー
ル）のつくり方，育て方の行動方針を記述す
る．土木遺産は，これら川まちづくりにおけ
る様々な主体の行動を支え，行動同士の結び
つき，つまり集合流をも支えることになる．
各主体の活動を整理した後，それらの活動，
環境の集合体として，川まちづくりを定式化
し，そのマネジメント手法を組み立てる．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 水辺における地域社会の協働の図 
 
４．研究成果 
 
(1) 元安川親水テラス（図２） 
日常・非日常：元安川右岸に設けられた親

水テラスは後背に平和公園，対岸に原爆ドー
ムという位置に設けられている．観光客が多
く，人々の往来の激しいエリアとなっている．
元安川親水テラスにおける非日常的なアク
ティビティとしてはNPO法人雁木組が運営す
る小型船舶を用いた「雁木タクシー」，8月 6
日の広島平和記念日に行われる「とうろう流
し」，一大イベントとなっている「水辺のコ
ンサート」が挙げられた．また，日常的なア
クティビティとしては，「水辺での休憩」，「階
段護岸に腰かける」，「散歩」といったアクテ
ィビティがみられた．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 元安川親水テラスの断面分析 

 
活動の展開場所：図２を見ると水域から陸
域まで広く使われている．親水テラスは幅 15
ｍ，奥行き 4ｍの平面部が設けられている． 
雁木タクシーでは平面部で乗船の受付や準
備を行い，階段を利用して船に乗り込む．こ
のため階段は船に乗り込むための桟橋とし
て機能している． 
 灯篭流しでは，階段を利用して人々が水面
に灯篭を浮かべるため，階段が水面へのアプ
ローチとして機能している．階段の横幅が広
いため，多くの人が一度に水面に近づくこと
ができるという利点がある． 
平面部をステージとして活用しているの
が例年開催されている水辺のコンサートで
ある．水の都ひろしま構想における「（1）水
辺を晴れの舞台にしよう」の取り組みとして
行っているもので，平成 16 年から開催され
ている． 
日常的なアクティビティに注目すると，親
水テラスの階段部に腰掛けて休憩する姿や
お弁当を広げ昼食をとる姿が見られた．また，
原爆ドームの対岸に位置するという立地か
ら写真を撮るための視点場として機能して
いる様子もみられた． 



関係する主体：元安川親水テラスは NPO 法
人雁木組が運行する水上タクシー「雁木タク
シー」が最もよく利用する乗降場であり，休
日はここを拠点としている．発着所として利
用され，平和公園や原爆ドームを訪れた観光
客も多く利用していた．雁木組は水辺を豊か
に利用してきた歴史を雁木に見いだし，雁木
を現代においても活用しようとしている地
元の NPO 法人である．平和公園を出発し基町
環境護岸の前を通過し本川と天満川の分流
付近で折り返し帰ってくるコースを基本に
運行を行っている．ここに関わっている主体
としては NPO 法人雁木組，雁木タクシーの利
用客が挙げられる． NPO 法人雁木組が広島市
民で構成され，元安川親水テラスにおいて雁
木タクシーは観光的運営が行われているこ
とから，地域住民と観光客といった主体間の
関係が読み取れる． 
 灯篭流しに注目してみると，関係する主体
としては実行委員会，ボランティア，灯篭を
流す遺族，灯篭流しを眺める観光客が挙げら
れる．鎮魂の意味を持つ行事だが観光地とな
っていることから，観光的な注目度も高い．
そのため主体間の関係としては市民と観光
客といった構図が読み取れる． 
 
(2) 基町環境護岸 
日常・非日常：基町環境護岸では多様なア
クティビティを確認することができた．非日
常的なアクティビティはどれも個性的なも
のであり，他の区間のアクティビティとは異
なっている．空鞘橋より上流区間のうち，ニ
セアカシアの木からポプラの木の間の空間
ではオープンスペースを活用してイベント
が開催されていた．イベントの例としては銀
幕を屋外に設置し，芝生を観客席とした「野
外上映会」や農産物や工芸品など，つくり手
本人が持ち寄って開催される green grand 
market というマルシェの開催などがある．ま
た，過去には水辺空間を結婚式場としてしつ
らえ，「水辺の結婚式」が行われたこともあ
った．さらにポプラの木を見守るべく設立さ
れた NPO 法人「ポップラペアレンツクラブ」
によって草刈りや清掃活動も行われている．
小学生の環境学習の場として，水質実験やカ
ヌー体験，水辺の風景の写生といった「水の
環境学習」も行われていた． 
日常利用に着目すると，一帯に整備された
芝生を利用して，直接座って休憩する姿や傾
斜を利用して寝転がる人などの姿がみられ
た．また空鞘橋より下流の空間は石畳が整備
されているため平面が多く設けられており，
バーベキューをする人々の姿も見られた． 
活動の展開場所：アクティビティが行われ
る中心は河岸緑地であるといえる．野外上映
会では，銀幕が設置され，その前面に観客席，
観客席の後ろには出店が並ぶなど，広いスペ
ースを必要とする．また，水辺の結婚式に注
目すると，歩道から河岸緑地，雁木，さらに
水面にまで活動域が達している．河岸緑地上

の歩道から入場し，式場として設えられた緑
地での式，そして川側に退場するといった一
連の流れがあることからこのような活動域
となっている．式場とするだけの広いスペー
スがあったこと，川に退場するため，雁木タ
クシーに乗船するための雁木が設けられて
いたことなどがこのようなアクティビティ
を実現する要因となっていることが分かっ
た．野外上映会，水辺の結婚式，水の環境教
育，マルシェ，草刈り，寝転がるなどのアク
ティビティは広い面積をもち，一体に芝生が
整備された河岸緑地であるがゆえのアクテ
ィビティだといえるだろう． 
関係する主体：「野外上映会」に着目して
みると．野外上映会に関わる主体はポップラ
ペアレンツクラブ，映画を観賞する人々が挙
げられる．野外上映会において重要なのはポ
プラの木とニセアカシアの木の間の広い芝
生のスペースである．このスペースにスクリ
ーン，観客席，受付，出店といったすべての
機能が展開され．映画を見に来た人は自分の
好きな場所に陣取り出店で買った料理や飲
み物などを広げて好きなように楽しんでい
た．主体間の関係としてはいずれも市民であ
り，自分たち自身が水辺空間を楽しむ様子が
うかがえる．また，同じ空間で活動している
別の主体がアクティビティを通してつなが
っていった例もあった．野外上映会や ggm は
同じ空間で展開されているが活動の主体が
異なる．しかしお互いに水辺を活用する立場
としてつながりを深めていっている． 
 日常利用を見てみても，散歩の途中で芝生
に座り休憩したり，寝転んだりするのは市民
であり，基町環境護岸にでは水辺空間を市民
が楽しんでいる状況を把握した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 基町環境護岸の断面分析 



 ここでは，紙面上２つの水辺空間のみ表示
したが，元安川親水テラスは平和の水辺とし
て位置づけられ，観光客との関わりが深い．
基町環境は広大な芝生空間で多様なアクテ
ィビティが展開されている．これらのアクテ
ィビティは市民の工夫によって起こされて
いるものが多い．京橋川ばた通りでは､昼時
の水辺の利用など，市民の憩いの場として利
用されている．猿猴川アートプロムナードで
のアクティビティは少ないが，地元の祭りの
会場で利用されるなど，地域にとって必要な
空間である．各水辺空間はそれぞれ利用され
ており，それぞれの空間ごとに役割を持って
いることがわかった． 
 
＜参考・引用文献＞ 
※１新谷洋二編著・久保田尚，矢野和之ら
著・社団法人日本交通計画協会編著協力，
歴史を未来につなぐ まちづくり・みち
づくり，学芸出版社，（2006）. 
※２樋口明彦＋川からのまちづくり研究会
著，協力＝財団法人福岡県建設技術情報
センター，学芸出版社，（2003）. 
※３世界遺産，Ｄ・オルドリ／Ｒ・スシエ／
Ｌ・ヴィラール著，水嶋英治訳，白水社，
（2005）．  
※４杉万俊夫編著，コミュニティのグルー
プ・ダイナミックス，京都大学出版会，
（2006）． 
※５土木学会土木史研究委員会編，日本の近
代土木遺産 現存する重要な土木構造物
2800 選［改訂版］，社団法人土木学会，
（2005）． 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計４件） 
1.中村康佑・田中尚人・岩田圭佑，広島横川
の水辺に着目した都市形成に関する研究，
平成 24 年度土木学会西部支部研究発表会
講演集，査読なし，2013.3. 
2.岩田圭佑・田中尚人，川まちづくりにおけ
る地域社会の協働過程に関する研究，熊本
大学政策研究，第４号，pp.61-70，ISSN 
2185-985X，査読なし，2013.4. 
3.田中尚人・中村康佑，広島の川まちづくり
を支える土木遺産の価値構造に関する研
究，土木史研究講演集，Vol.34，pp.101-104，
査読なし，2014.6. 
4.中村康佑・田中尚人，広島デルタの川まち
づくりにおける水辺空間の特性に関する
分析，平成 26 年度土木学会西部支部研究
発表会講演集，査読なし，2015.3. 
 
〔学会発表〕（計３件） 
1.中村康佑・田中尚人・岩田圭佑，広島横川
の水辺に着目した都市形成に関する研究，
平成24年度土木学会西部支部研究発表会，

2013.3. 
2.田中尚人・中村康佑，広島の川まちづくり
を支える土木遺産の価値構造に関する研
究，土木史研究発表会，2014.6. 
3.中村康佑・田中尚人，広島デルタの川まち
づくりにおける水辺空間の特性に関する
分析，平成 26 年度土木学会西部支部研究
発表会，2015.3. 
 
 
〔その他〕 
・広島の雁木と川まちづくりに関するミニシ
ンポジウム報告書 2013，熊本大学政策創造
研究教育センター，2013.6. 
・広島の川まちづくりを考えるワークショッ
プ＆シンポジウム報告書 2014，熊本大学政
策創造研究教育センター，2014.7. 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
田中 尚人（TANAKA, Naoto） 
熊本大学・政策創造研究教育センター・ 
准教授 
 研究者番号：60311742 
 
(4)研究協力者 
シリル・マルラン（MARLIN, Cyrille） 
Ecole National Superior Architect and 
Paysage Bordeaux・准教授 
 
 
 


